【インタビュー内容の日本語訳】

男アナ；今日は韓国語学校を経営されている幡野泉さんをお呼びして色々なお話を伺ってみようと思います。こんにちは。

幡野；こんにちは。

男アナ；おいで頂きありがとうございます。

　　　　今回は韓国語学習に役立つ『今日から使えるシゴトの韓国語』という本を出版されましたが、本を出されるのはこの本で既に3冊目ですよね？

　幡野；はい、3冊目の本です。

男アナ；とても話題になっていますね。私も楽しく読ませていただきましたが、内容は主にどのようなところに重点を置いてらっしゃいますか？

　幡野；ビジネス韓国語といいましても、ただフレーズを教えるのではなく韓国のビジネス文化も一緒に学べる本です。例えば私がそうだったのですが、企業の課長のような方を「キム・ヨンジュン課長」と呼ばずに「キム・ヨンジュンさん」と呼んでいたんですね。日本では「～さん」と言うこともできるので、皆さんに「～씨（シ／さん）」付けて呼んでいました。また、「～して下さい」というお願いをするときの表現があるのですが、私はそれを「～주세요（ジュセヨ）」と習っていたので、単純に「팩스 보내 주세요（ファックスしてください）」と言っていました。ビジネスの場では「팩스를 보내 주시면 감사하겠습니다（ファックスして頂けるとありがたいです）」と言わなければならなかったのですが、私は課長や部長のような方に「보내 주세요（送ってください）」とだけ言っていました。

男アナ；とても傲慢な感じに聞こえることも（笑）。

　幡野；そうなのです。そんな失敗がとても多く、そういったことを知らせていかなければいけない、韓国語学習者に対し、日本にもビジネス日本語があるようにビジネス韓国語があるということを伝えていかなければと思い、本を書きました。

男アナ；本当にそうですよね。韓国では役職名も大切に考えるじゃないですか。日本では課長なら単に「課長」と呼んでも大丈夫ですが、韓国では「課長」に「様」まで付けて呼ばなくてはならないですし、それを間違えると業務にまで致命的な影響を与えることもありますからね。

　幡野；今でも思い出す大失敗がひとつあります。例えば、「저희 회사 신제품인데 한번 써　보세요（我が社の新製品ですが、一度お試し下さい）」の「～인데（ですが）」という言葉がありますよね。ところで、これは普通の名詞に付けて使えば大丈夫なのですが、私は電話で「여보세요? 하타논데 과장님 불러 주세요（もしもし、私は幡野だけど課長をお願いします）」と言っていました。（「～인데（ですが）」を）名前につけるとおかしくなるんですね、それを知りませんでした。

女アナ；そうですね、文法的には間違いではないのですが、ニュアンスなどで受け取る側に誤解を与えてしまうかもしれませんよね。

　幡野；はい、（皆さんは）韓国の方なので、いま「ははは」と笑われましたが、日本人の立場からすると、なぜ同じ言葉なのに「상품인데（サンプミンデ）」は大丈夫で、「하타논데（ハタノンデ）」だとおかしいのか、という疑問がわきます。このような違いは、本にも載っていないんですよね。
男アナ；本当ですよね。

女アナ；日本語と韓国語はそれぞれ違いがありますから、外国人が言葉のミスをおかしていてもそれを修正してくれることはなかなかありませんよね。

　幡野；実は有難いことに、私が致命的な失敗をしていると、それを教えてくれる方が一人いらっしゃいました。「幡野さん、いつも“하타논데（幡野だけど）”とおっしゃっているのですが、若干失礼に当たることもあるので“하타논데요（幡野ですが）”と“요”をつけると良いですよ」と言って下さいました。今考えるとその方には本当に感謝しています。「ビジネス韓国語というものがあるんだな」ということに気付いたのは、その方がしょっちゅう（間違いを）教えてくれたお陰です。しかし、ほとんどの方は私が間違った韓国語を話しても聞き流します。

女アナ；そうですよね。とても流暢に韓国語を話されていますが、韓国語はまず日本で学ばれたのですか？

　幡野；はい、日本でまずは学びました。私は大学を卒業して就職したのですが、就職が、何と言いますか、期待していたことと実際にギャップがあり、とてもがっかりしてしまったんですね。もちろん責任は私にあるのですが、がっかりしていたときに、ある友人から「韓国語が面白い」という話しを聞きました。

男アナ；もともと大学で韓国語を学ばれていたわけではなかったのですね。

　幡野；そうなんです。もともと語学には興味があったのですが大学ではロシア文学を専攻していて、ロシア語を学んでいました。語学好きな友人が「韓国語がものがすごく面白くて、母音がこれで子音がこれで、それがくっつくとこういう音になって……」と教えてくれました。私はそれを見て「わぁ～こういう世界があるんだな」と思いました。隣の国なのになぜこのようなことを知らないのか、そして韓国語に対する興味はもちろんありましたが、（韓国に関する）歴史的な話もよく聞いていました。果たして韓国という国が、どうしてそんなに日本と話題になるのかという知的好奇心もありました。

女アナ；それで韓国に留学されたのですか？

　幡野；すぐに留学したのではありません。私はその当時百貨店に勤務していたので、仕事をしながら一週間に一度、韓国語学校に通うという生活を3年ほどしていました。

男アナ；3年近く仕事をされて、その後仕事を辞め留学されたのですか？

　幡野；はい。

男アナ；とても果敢な決断ですよね。

　幡野；そうですね、でもその時はとても若く、これから自分の人生をどう生きていくかを考えたときに「韓国語というものを追求してみてはどうか」と思いました。そのためには今のような初級レベルではいけないと感じ、実際に韓国へ行き勉強してみようと思いました。

女アナ；韓国のビジネス業界についてもとてもお詳しいようですが、韓国の企業でも働いておられたのですか？

　幡野；語学堂の友人の紹介で韓国の海運会社で日本語を教えていました。

男アナ；先生をされていたのですね。

　幡野；はい。しかし、先生といっても日本語の本を一緒に読んで、「さあ、一杯飲みに行きましょう！」となり（笑）、お酒を飲みに行き、その時に韓国のビジネス文化について沢山教わったような気がします。

男アナ；そうだったのですね。今後の夢や抱負もおありのようですが。

　幡野；はい、興味のある分野があります。日本に外国人観光客の方が沢山いらっしゃいますが、その方々が不便無く旅行できるようなツールを開発したいと思っています。韓国語の看板やパンフレットなどで韓国の方々が見て「こんな言葉無いのになぁ」と……。

男アナ；少しおかしい……。

　幡野；はい、おかしな韓国語が……。

男アナ；理解に苦しむ韓国語がね。

　幡野；はい、そのような韓国語が観光地にはとても多いようなので。

男アナ；私も見たことありますよ。

　幡野；そうですよね？そのような間違いをなおしたいですし、外国人観光客の方々が観光地で働く日本人の方々とも簡単に外国の方とコミュニケーションをとることのできるツールを開発したいです。

女アナ；架け橋の役割をなさりたいということですよね。

　幡野；はい。

男アナ；これからも日韓両国にとって大きな架け橋の役割を果たされることを楽しみにしております。今日は韓国語学校を経営されている幡野泉さんをお招きしてお話を伺いました。本日はお忙しい中ありがとうございました。

　幡野；ありがとうございました。

